
生物学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Biology

生物界の多様性の理解のもとで、生命現象の基本原理、すなわち、普遍性と個々の生物

における独自性を生物学的な観点から解明できる人材を育成することにより、生物学領域の

研究者ならびに生命科学領域の研究・ 開発の現場で活躍できる国際的トップリーダー人材

を輩出する。
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　一般入試 （一般学生 （外国人留学生を含む。）、 内部進学者 （外国人留学生を含む。））、 社会人特別

選抜等の多様な選抜方式を採用する。 提出書類、 口述試験、 内部進学者にあっては前期課程の修士論

文予備審査の結果等により、 以下の能力を評価する。

・ 生物学に関する高い基礎知識と研究能力、 適性を評価する。

・ 一般入試 （一般学生 （外国人留学生を含む。）） にあっては英語能力検定試験のスコアにより英語の語

学力を評価する。

・ 標準修業年限は３年とする。 修了要件として、 各専門分野セミナーならびに講究を１２単位以上修

得し、 研究の成果を博士論文にまとめ、 終試験に合格する必要がある。

・ プログラムリーダーが指名する教員１名と研究分野に関連する教員２名以上を副指導教員とする。

・ 指導教員による実践的な教育 ・ 研究指導に加え、 ３名以上の副指導教員による研究指導体制 （アド

バイザリー・コミッティ） により、学生の学習効果や研究の進捗ならびに進路状況等の指導を行う。

アドバイザリー ・ コミッティは必要に応じて他学位プログラムの教員も参画する。
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